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江戸取図書館便り １２月１号 

 ― 寄贈図書紹介 ―  

＊大雪（2021 年１２月７日～） 

「雪いよいよ降り重ねる折からなればなり」（『歴便覧』） 

 

・「校歌： はるかに富士を望み見て 大利根川の水に聞け」 ・江戸取名物 「富士山が見えます！」 

・「冬になると昼間の富士も見えてきます」・「夕暮れの富士」の写真（１２月２日撮影） 

・「富士に落陽」の写真（１２月３日撮影） ・「南天：（難を転じる） 実には咳止めの薬効 葉には腐敗防

止の作用」の写真（１１月１１日撮影 バス停近く） ・「夕焼けの空を見てほしい オレンジよりももっと赤

い」（１１月１９日撮影） ・「バス停、朝陽も靄ります」・「川辺の学校は、寒暖の差で朝靄が湧き上がりま

す 今朝は寒かった（第一グランド）」・「朝靄が上がれば、本日は快晴なり」（１２月１１日撮影）  

・「茨城の山は筑波・川は板東太郎（暴れ川）、東国にある日本一の大河といわれました」 （司書） 

 

＊「英語読本他、寄贈本ありがとうございます」   

 

      


